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研究成果の概要（和文）：母親の認識を通して得た、子どもの入院に伴う、その入院する子のきょうだいの人格
的成長の構造を解明し尺度開発を行った。尺度はSiblings Personal Growth Scaleと命名され、全22項目で
Altruistic behavior、Development of emotional and social skills、Self-Controlの3因子構造が抽出され、
今後の実用可能性への示唆を得た。
母親と、母親以外で子どもの入院中にきょうだいの主な世話役を担っている方それぞれが認識するきょうだいの
情緒と行動の問題、人格的成長の程度について調査し、関連する属性背景因子について示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：The structure of the Siblings Personal Growth Scale (SPGS) was identified 
and the future feasibility of the scale supported. SPGS is 22-item parent-report measure of 
siblings' personal growth regarding their brother's or sister's hospitalization. The scale divided 
across three factors, 1) "Altruistic behavior" with 10 items (e.g., showed sympathy, showed kindness
 and warmth, showed empathy); 2) "development of emotional and social skills" with 8 items (e.g., 
increased emotional depth, willingly interacted both with people and the wider society); and 3) "
self-control" with 4 items (e.g., stopped using spoiled or selfish speech, exhibited more patience).
 The SPGS is appropriate for use with 2 to 18   years.
Investigated predictors of the siblings' personal growth and behavioral and emotional problems 
during the hospitalization periods through the perspectives of mothers and the main caregivers of 
siblings in the period of their brother or sisters hospitalization.

研究分野： 小児看護学
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１．研究開始当初の背景 

 近年、小児を対象とする臨床では、母子
関係の重要性が認識され、患児と母親の精
神的な側面を考慮し母親が入院に付き添う
ことを必要とする場合が少なくない。その
一方で、 病気や障害で入院する子どものき
ょうだいに様々な負担がかかることが指摘
されるようになってきた。さらに、家族機
能の変化や危機対応能力の脆弱化が指摘さ
れる現在、きょうだいが受ける影響は大き
くなっていることが考えられる。それにも
関わらず、きょうだいへの支援体制は、医
療の目が届きくいこともあって十分には整
っていない。 
 これまで我々は、患児の入院に付添う母
親の認識を通して、きょうだいへの影響に
ついて、情緒と行動の問題の程度とそこに
関連する属性・背景因子について、また、
患児の入院という逆境の中でがんばり努力
することに伴ってきょうだいに起こる人格
的な成長についての様相を調査・分析し、
子どもに対する支援のあり方に示唆を得て
きた。このような我々の取り組みに限らず、
先行研究では、患児の入院に付添っている
ためにきょうだいの状態を直接は把握しに
くい状況にある可能性がある母親の認識を
通した子どもへの影響についての調査研究
が取り組まれるようになってきた。しかし、
患児の入院中にきょうだいの主な世話役を
担い、一番身近で客観的に子どもの状態と
変化を把握し得ている家族員の認識を通し
たきょうだいへの影響について調査したも
のは非常に少ない。また、きょうだいへの
対応に関して、きょうだいの主な世話役を
担う家族員のニーズについて調査し明らか
にしたものも非常に少ない。さらに、きょ
うだい自身の認識を通した患児の入院に伴
うきょうだい自身の体験について調査しそ
の様相を明らかにしたものも少ない。 

 以上より、きょうだいのニーズを明らか
にし支援のあり方を検討していく上で、患
児の入院中のきょうだいの主な世話人や子
ども自身の認識を調査し、これまで取り組
まれてきた母親の認識を通して得られた示
唆を統合し、多角的にきょうだいへの支援
のあり方を検討していく必要がある。 
  
 
２．研究の目的 
研究Ⅰ． 
 母親の認識を通して得た、子どもの入院に
伴う、その入院する子のきょうだいの人格的
成長の構造を解明し尺度開発を行う。 
 

研究Ⅱ． 
 子どもが病気や障害で入院することによ
るきょうだいへの影響について、母親と患児
の入院中に子どもを主に世話する家族員そ
れぞれの認識を通して調査し、子どもへの影
響と変化の様相、さらに影響の程度と属性・
背景因子との関連性を明らかにする。また、
きょうだいへの対応に関するきょうだいを
主に世話をする家族員の取り組みとニーズ
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
研究Ⅰ． 
 同意を得た全国 63 の医療機関にて、入院
児にきょうだいがいる母親279名を対象に無
記名時期式質問紙調査を行った。先行の
Krippendorff の手法を用いた内容分析によ
って得たきょうだいの変化 26 項目について
4 件法により調査した。調査結果について因
子分析を行い、その構造を解明し、信頼性・
妥当性の検証を行った。 
 
研究Ⅱ． 
 同意を得た全国 33 の医療機関にて、入院
児にきょうだいがいる母親と、入院期間中に
母親に変わってきょうだいの世話を主に担
っていると母親が判断された方を対象に、無
記名自記式質問紙調査を行った。調査内容は、
属性背景因子、研究Ⅰ．で開発した Siblings’ 
Personal Growth Scale (SPGS)と、Child 
Behavior Checklist (CBCL)、きょうだいに
対して取り組まれていることや尽力されて
いること、きょうだい支援に対する要望につ
いて、母親と主な世話人それぞれから回答を
得た。 
 
４．研究成果 
研究Ⅰ． 
26 項目についての年齢別合計平均得点をも
とに2歳〜18歳のきょうだいをもつ母親254
名からの回答を因子分析の対象とした。母親
の平均年齢 34.83( SD = 5.23 )歳、きょうだ
いの平均年齢 6.78( SD = 3.56 )、性別は男児
135(53.6%)名であった。83(33.2%)名のきょ
うだいは自宅を離れ祖父母宅など世話人宅
で生活をしていた。天井効果床効果、IT 相関
を確認し、探索的因子分析(主因子法・プロマ
ックス回転)を行った。スクリープロットと固
有値をもとに、最も解釈が妥当であった 3 因
子を採用し、因子負荷量.40 未満の項目を除
外しながら分析を繰り返した。最終的に残っ
た 22 項目が「Siblings’ Personal Growth 
Scale (SPGS)」と命名され（回転前累積寄与
率 = 63.9%、因子間相関=.60−.72）、Altruistic 
behavior、Development of emotional and 
social skills、Self-control の 3 因子からなる
その構造が明らかとなった。尺度の信頼性・
妥当性について、高い信頼（α = .897 – 940）
と、KMO = .940、Bartlett 検定 p <.001 よ
り標本妥当性を確認し、小児看護学と臨床心



理学の専門家からなる研究チームで分析し
内容妥当性を確認した。基準関連妥当性の検
定に用いた Child behavior checklist の内向
尺度とSPGS係数は、4歳〜11歳の男児群で . 
217 (p = .029)であったが、他の年齢・性別等
は有意な相関はなかった。 
 
Ⅱ． 
母親と、母親以外で子どもの入院期間中にき
ょうだいの主な世話人を担っている方それ
ぞれが認識するきょうだいの情緒と行動、人
格的成長の程度について調査し、関連する属
性背景因子を分析した結果について、現在学
術誌への論文投稿を実施している最中であ
る。 
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